
東温市事務事業評価シート　平成29年度実施事業対象
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千円 千円 千円

3 4 4 3

3 4 4 3

個人情報保護法に対する誤解やプライバシー意識の高まりを受けて、統計調査の環境が厳しくなっていますが、更なる啓発を行い、
調査員の確保に努めてください。

二次評価者 総務課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

統計調査は、統計法に基づく法定受託事務であり、必ず実施しなければなりません。また、効率的に事務を行い、質を向上させるため、調査事務
に意欲のある人材の確保・育成が必要です。

有効性 登録調査員の確保は、目標数を上回っているため、小規模な統計調査においては、円滑に実施できており、有効な事業であると考えられます。

達成度
調査員の登録数は、目標を達成できています。なお、調査に応じていただけない世帯もあることから、調査の啓発や調査員の育成に努めてまいり
ます。

必要性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 144 130 143
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一次評価者 総務係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

調査員の確保において、高齢化により調査事務が困難になった方も多く、更なる人員確保に努める必要があります。

効率性
広報手段として、ホームページ、広報紙、行政情報配信メールを活用することで、コスト抑制を実現しているとともに、調査員の確保も目標を達成
しており、効率性は高いと言えます。

改　革
計　画

引き続き、調査員の公募を行うとともに、登録調査員等から調査員を推薦していただき、調査員を確保していきます。その他、更なる調査の啓発
について、研究していきます。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

計(Ａ) 25 10 20

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.020 119 0.020 120 0.020 123

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 0 0 0

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 総務

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 25 10 20

地方債 0 0

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

登録調査員数 登録調査員数 人
26 26 26 26

28 26

公的関与

089-964-4400 メールアドレス soumka@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし事業区分

事業の対象 市民、調査員 根拠法令 統計法、統計法施行令

総合計画 政策目標 第５章 みんなでつくる協働・自立のまち 政策項目

001 1033 事務事業名 統計業務 細事務事業名 啓発・調査員確保・育成事務

主要施策

非該当

事業の目的 最終的
市民、調査員の統計調査業務に対する意識を啓発し、
統計事務を円滑に実施できる状態を目指します。

今年度
各種調査の実施に向け、経験者等を含め、広く調査員を公
募します。

活動内容
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課　　名 総務課 係　　名 総務係 電話番号

経常的事務事業 事業運営方法 補助等 実施計画

ホームページ、広報紙等における調査の周知及び結果の公
表。

登録調査員の公募。

登録調査員等への啓発資料等の配布。

成果指標


